
平成３１年 ３月 ９日 

大田区立田園調布小学校 

校長   茂呂 美恵子 

 

保護者の皆様 

田園調布小学校教育活動改善案報告 

～ 平成３０年度学校評価アンケートの分析結果より ～ 

 今年度も学校評価アンケートにご協力いただき、ありがとうございました。その結果についてお知らせいたし

ます。また、本結果等を踏まえ、次年度に向けて本校の教育活動の方向性についてお知らせします。 

 

１． アンケートの結果 

【児童】     

 

 

（裏面 保護者アンケート） 

 

 

○ 全教育活動を通して協働的学習を推進します。 

「学校が楽しい」「田園調布小学校が好きだ」と思う児童を育てるためには、何よりも日々の授業の充実が大切で

す。そのために本校では、友達との学び合いを通して高まっていきたいという思いを大切にした指導の工夫を積み

重ねています。多様な考えや視点を得るには、対話が必要です。本校の研究では、その対話の目的を明確にして、「授

業が楽しい」「クラスが楽しい」「学年が楽しい」「学校が楽しい」と思う児童を育てていきます。 

○ 区の教育研究推進校として、研究発表会を１１月１８日（月）に行います。 

研究の取組の成果を、他校の教職員や保護者の皆様に発表します。５校時の授業を、全学級公開します。研究主

題は「かかわり合いで学びを深める～意図を明確にした協働的学習を通して～」です。児童が互いに学び合い、学

びを深めていく姿をご覧ください。 

○ オリンピック・パラリンピック教育を中心に、ユニバーサルデザインの推進、ICT機器の活用を積極的に

進めます。 

オリンピック・パラリンピック教育は、体育やスポーツ教育だけではありません。外国の文化や習慣を学

ぶ「国際理解」や、日本の伝統文化を学ぶ「自国理解」もその一つです。各教科を通して、更に視野を広げ

る機会を設けます。また、ICT 機器の整備と活用を進めます。普通教室以外にも、算数室や専科教室などに

も投影機を整備して、全ての授業で ICTを有効に活用できる環境を作ります。 



【保護者】 

 

 

 

○ 2020年度の新学習指導要領全面実施に備え、移行期間として、各教科の指導内容及び指導時数の確実な

実施に努めます。 

キーワードの一つに「開かれた教育課程」があります。これは学校の教育活動を、学校内に閉じるのでは

なく、地域や保護者にも開き、共に学校教育をつくっていくことを意味しています。本校ではその取組の一

つとして、「外部人材の活用」を重視しています。各学年の学習内容に応じて、様々な組織や人材に協力を

いただき、子どもたちの学習がよりよいものになるようにしていきます。 

○ 学校施設の有効活用のための設備の充実や安全対策に努めます。 

今年度は学校施設の安全整備を行いました。児童の安全を確保するために、屋上を中心に危険個所に保護

材を付け、段差には色付けをしました。 

更なる安全性の確保のために、PTAを中心に新たな「見守りシステム」の導入も検討しています。 

また、体育館のエアコン設置やトイレの洋式化等につきましては大きな予算を伴うため、学校からも引き

続き区に要望していきます。 

 

○ 実施日や実施内容を検討し、学校公開や面談等の在り方を精選します。 

今年度は、全学級で学級だよりを発行しました。またホームページが新しい形式になりました。 

・学校からの発信   ⇒ お便り（学校・学年・学級、保健、食育・給食、各行事） 

ホームページ、リーフレット（学校紹介・報告）、アンケート結果報告 

・情報共有・交換の場 ⇒ 保護者会、個人面談、公開授業、教育相談日 

次年度に向けて、実施の時期や在り方を再検討しています。具体的には、土曜日の全日授業公開を３日間

とし、平日の公開を増やします。また、小中一貫教育や校内研究会、研究発表会の公開も行い、授業公開の

場を増やしていきます。年に６回ある保護者会では、有意義な情報交換ができるように、そのもち方も改善

していきます。 

学校の取組や授業の様子が保護者の皆様にも十分伝わる場を設けることで、今後も継続して、学校と家庭、

地域との協力・連携の中で、子どもたちを育成していきます。 


